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活動テーマ 
ワールドカフェ方式を用いた、地域を志向する医学生を含む住民を巻き込んだ 

医療・保健・福祉分野でのまちづくり体制の構築 

実施期間 平成 24 年 6 月 1 日 ～ 平成 25 年 3 月 31 日 

活動内容 

（１） 具体的な活動実施内容 

2012 年 6 月より我々は予定に沿って活動を開始した。名張市健康支援室およびそ

の地域のキーパーソンとの連携・連絡・協力のお願いと趣旨説明を 6月から 10月

まで行い、10月 31日にトライアルとして医療・保健・福祉の多専門職種のみで第

1回のワールドカフェを実施した。 

第 1回は参加者の満足度が高く、ファシリテーターが機能しており、安全に住民

参加が可能であることを確認した。またNHK三重、中日新聞、地元ケーブルテレ

ビが取材に来ており、後日放映および記事となった。この活動が、注目度が高い事

業であることを確認した。 

第 2回は 2月 20日に行われた。参加者は以下の 132人であり、東京、京都から

の見学者があり、全国紙（読売新聞）、ケーブルテレビの取材があった。市長が参

加し、住民との意見交換も行った。 

その他、次年度に検討していた津市、亀山市の同事業であったが、2013 年 1 月

12 日に津市白山町で実施することができた。人文学部・医学部による合同調査の

成果発表会の後に行われた。80人を超える参加者があった。 

どのワールドカフェも、「住民として、自分の健康は自分で守りたい！」「人と人

がつながる／つなげる」「若い人をいかに巻き込むか」「こういった場に出てこれな

い人をどうやってサポートするか」「健診受診率を上げる」「子供が多いまちづくり」

などといった意見が出てきており、それらを改善させるための具体的な方法につい

ても言及している班が多くあった。普遍的な内容と地域の特徴のある意見が交じり

合う会となった。 

 

（２） 地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与、広がり） 

名張市を中心に周辺市町に限らず、1年間で全国レベルで注目される活動となりつ

つある。ネットワーク作りの段階ではあるが、地域の医療・保健・福祉のキーパー

ソンが集まり、行政を巻き込んで議論することで、地域の発展、活性化につながっ

ていると考えられる。 

 

（３） 共同実施者との連携状況 

連携は常に取っており、関係各位への説明・協力依頼、イベントの開催相談、広報

など、数多くのサポートをお互いに行っている。 

 

（４） 大学の教育・研究成果のかかわり 

我々地域医療学講座、家庭医療学の行っているコミュニケーション、多職種連携な

どのスキルをフル活用し、住民の方々を含めたワールドカフェを成立させている。 

 



（５） イベント等開催実績（名称、実施場所、参加人数等） 

１、 

『私の“まち”をより健康にするには？』ワールドカフェ 

日時：10月 31日（水）14時 30分～16時 

場所：名張市保健センター２階 名張市朝日町 1361番地の 4 

参加者は以下の 57人であった。 

三重大学医学部医学科学生 5人（名張地区の地域枠学生含む） 

医師：8人（三重大学 総合診療科、三重大学 伊賀地域医療学講座、名張市立病院） 

名張市「まちの保健室」職員（看護師、社会福祉士、介護福祉士ら：30人） 

名張市地域包括支援センター職員（保健師：6人） 

名張市役所健康支援室（保健師：8人） 

 

２、 

『 夢を語ろう！明日からの地域の健康づくり 』ワールドカフェ 

日時：平成 25年 2月 20日（水） 午後 2時～4時 

場所：名張市武道交流館いきいき 多目的ホール 

参加者は以下の 132人であった。 

名張市市長 

名張市住民：45人（地域づくり組織） 

医師：7人（三重大学家庭医療学、三重大学 伊賀地域医療学講座、名張市立病院） 

医学生：8人（三重大学医学部医学科） 

看護学生：24人（三重県立看護大学 4人、名張市立看護専門学校 20人） 

名張市「まちの保健室」職員（30人） 

名張市地域部地域担当監（3 人）、名張市健康支援室（7 人）、包括支援センター保

健師（6人） 

同志社大学教員（社会福祉学科） 

 

３、 

地域医療ワークショップ 

日時： 平成 25年 1月 12日（土） 14：45～16：30 

場所： 白山市民会館 2階（津市白山総合支所正面）津市白山町川口 892 

参加者 86人 

住民の方々、医学生、医師会の先生方、市や県の健康福祉部、病院事業庁の方々・

社会福祉協議会、包括支援センタースタッフなどを含めた地域の医療・保健・介護

に関わる方々、大学の救急の先生、他大学の教員、市議、県議など 

 

 


